
顧問先 様の申告書や届出書を電子送信する時の、実際の風景 

 

 

① 税理士の手元にはこのような 

 カードリーダ機器があります。 

   ↓   

 

② そのカードリーダに、税理士は 

税理士会から発行された電子証明書付きの 

カードをセットして、PCにつなぎます。 

   ↓   

 

③ 次に PCにインストールしている 

電子申告ソフトを開きます。 

 

※これは国税庁の電子申告システムでは 

 ありません。 

 税理士事務所向けに提供されている 

 インストール型のソフトです。 

   ↓   

 

④これは「電子署名」を 

申告書につける際の 

実際の画面です。 

 

顧問先 様の利用者識別 

番号と、税理士自身の 

利用者識別番号の両方を 

入力しています。 

 

 



   ↓   

 

⑤これは税務署に申告 

書類を送信する時の 

実際の画面です。 

 

国税庁 E-TAXシステム 

へは税理士自身の番号

だけでログインします。 

 

顧問先 様の暗証番号は 

一切使いません。 

 

   ↓   

 

⑥ 送信が完了すると、このようなメッセージが 

税理士側に届きます。 

 

紙で申告書や届出書を税務署に提出した場合、 

税務署では受付印を書類に押しますが、 

電子申告の場合、この「メール詳細」が 

その受付印と同じ効力・同じ意味を持ちます。 

 

 

この「メール詳細」は申告書類一式の控と一緒に 

印刷して顧問先 様にお渡ししています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



※ 納税をネットバンキングで行う場合 

 

 

 

このように、メール詳細に 

 ネットバンキング納税の為の情報が 

 記されていることがあります。 

 

 その場合、顧問先 様の側では 

 ・利用者識別番号（数字のみ 16桁） 

 ・納税用確認番号（数字のみ６桁） 

 が必要になります。 

 

 

  

   ↓   

 

 

 


